
各種相談

バーデハウスのプールで、
みんなとスイミングしている
ところを描きました。水に潜る
の楽しいよ♪

大　橋　　　叶さん（さくら組）
おお はし かの

かのちゃんと一緒に外に出て、
ブランコとすべり台で遊んだ
のが、とても楽しかったで～す♪

横田　流俠愛さん（さくら組）
よこた る き あ

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園345

２月
男　1,092人（±０人）
女　1,117人（－６人）
計　2,209人（－６人）
世帯数900世帯（－１世帯）
（令和４年12月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構
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燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

広報

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

新郷小学校うさぎ年　新年の抱負　Ｐ２－３

・新郷村議会だより ………………………………… Ｐ６－９
・第21回ふるさと自慢わがまちCM大賞「準大賞」 … Ｐ11
・消費税インボイス制度説明会開催のお知らせ … Ｐ13
・あなたの地域の民生委員・児童委員は私です … Ｐ15

今月の話題

新郷村消防団出初式
撮影場所：役場前

１ 　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答サービスで
聞き直すことができます。

　操作ガイダンスの途中でも操作することができます。ただし、
緊急放送（火災等）は聞くことができませんのでご了承ください。
また、放送から24時間経過した放送は確認できません。

役場総務課　

１．電話をかけると『再生する放送の種別を選んで
ください。』と操作ガイダンスが流れます。

２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

防災無線電話応答サービスをご利用ください
TEL 0178－78－2506

聞き逃したと思ったら…

≪操作手順≫

村民相談
毎週月曜・木曜　午前９時～午後４時
（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時まで
（山村開発センター）
障がい者出張相談
１月８日　※予約制　TEL 61－7555
（総合福祉センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
１月28日　午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2023年
きさらぎ
February

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

如月
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98 1110

12 13 14 1615 17 18

19 20 21 24 2522 23

2826 27

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

3歳児・4歳児健診

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～１０日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～３日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１７日）

特定健診

燃えないごみ収集日
特定健診
「くらし」と「しごと」無料相談会

特定健診 障がい者出張相談
（要予約）

児童手当支払日

燃えるごみ収集日

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

燃えるごみ収集日

特定健診（～２４日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

特定健診

行政相談

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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天皇誕生日

建国記念の日
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幸多き一年でありますよう、心より
お祈り申し上げます。
新郷小学校うさぎ年の皆さんから
新年の抱負などを伺いました！
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謹賀新年
ぼくの今年の目標は、
６年生としてしっかり
リーダーシップをもっ

て、低学年をひっぱれるようにするこ
とです。
楽しみなことは、修学旅行です。北海
道に行って色々なことを学びたいです。
お土産を買ってくるのも楽しみです。

ぼくは今、なわとびで
三重跳びが２回はでき
るけど、もっと練習し
て20回跳びたいです。

あと、６年生になるとテストもたくさ
んあるし、算数もむずかしくなるので
授業をよくきいて自学もがんばります。
来年は最高学年になるので下級生の手
本になるようにしたいです。

今年は６年生として
低学年の見本になり
たいです。今年はリー
ダーシップを発揮し

ていけるようにしたいです。
修学旅行に行くのがとても楽しみです。
ほかにもスキーや運動会、縄跳び大会、
マラソン大会も頑張ってみたいです。
クリスマスや誕生日も楽しみにして
います。

昨年は、算数で苦手
な問題があったので
６年生になったら、
ちゃんとその問題に

向き合って苦手なものを好きになり
たいです。
６年生で楽しみなことは修学旅行です。
前に、ぼくの友達にお土産をもらった
ので、友達にぼくもお土産を買って
いくのが一番の楽しみです。

ぼくが昨年楽しかった
ことは、体育の跳び
箱の授業で開脚跳び

８段を跳ぶことができたことです。
縦跳びも横跳びもできてうれしかった
です。
４月からは中学生になるので、中学校
でも運動を頑張りたいと思います。

ぼくは、わからない
勉強があると怒って
しまいます。６年生
になったら、勉強を

あきらめずに勉強をやれる自分になり
たいです。
あと、二重跳びは今、50回ぐらい跳べ
ます。来年は120回跳べるように家で
も練習します。

来年は６年生で楽し
みなことは修学旅行
です。旅行はフィリ
ピンしか行ったことが

ないのでとっても楽しみです。北海道
はどのような風景なのか考えるだけで
ドキドキします。
これからは、縄跳び大会やスキー大会
もあるのでそれらの行事も楽しみたい
と思います。

去年は、学習で自分
から進んで気になる
ことを調べたり習っ

たりした事をもっとくわしく調べたり
するのを頑張ったので、今年は中学校
に向けてノートを早く写したりもっと
勉強をしたりするのを今よりもっと
頑張りたいです。

私は今年、中学生に
なります。中学校で
は部活が始まるので

がんばりたいです。
テストも今までよりも多く難しくなる
と思うので、勉強も頑張りたいです。
小学校生活はあと少しなので思い切り
楽しみたいと思います。

昨年は、駅伝をして
小学生や中学生の人
たちと協力して練習
に取り組みました。

30分のジョグが一番きつかったけど
ついていけたので良かったです。
来年楽しみなことは、修学旅行です。
北海道に行って色々見たり、泊まるの
が楽しみです。

今年の目標は、バス
ケのスポ少の大会・
新人戦など、バスケ
の試合でたくさん優勝

することです。
６年生になるので、オフェンスは自分
でせめてシュートを入れて、ディフェ
ンスでは、パスカットやバンプをして、
とめられるようにたくさん練習をが
んばりたいです。

上　山　　　蓮
かみ やま れん

福　田　　　愁
ふく だ しょう

田　茂　颯　真
た も そう ま

佐々木　永　人
さ さ き えい と

小　林　大　翔
こ ばやし とひろ

小　林　颯　太
こ ばやし たそう

福　山　佳　織
ふく やま おりか

山　田　真　桜
やま だ おま

細　野　結　莉
ほそ の りゆう

玉　川　　　蓮
たま かわ れん

櫻　井　雅　美
さくら い びみや
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　穏
や
か
に
明
け
た
新
し
い
年
を
迎
え
、
村
民
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
に
は
日
頃
よ
り
村
発
展
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
国
内
で
地
震
や
水

害
等
の
自
然
災
害
が
各
地
区
で
発
生
し
ま
し
た
。
８
月
に
は
、

県
内
市
町
村
で
、
活
発
な
線
状
降
水
帯
に
よ
る
、
河
川
の
氾
濫

や
、
住
居
浸
水
、
道
路
決
壊
等
で
、
集
落
が
孤
立
す
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
村
に
於
い
て
も
被

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
避
難
所
開
設
や
人
災
・
家
屋
被

害
が
な
く
、
斜
面
崩
落
、
頭
首
工
止
板
流
出
、
水
路
埋
塞
な
ど

簡
易
的
な
被
災
で
早
急
に
対
処
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
自
然
災
害
は
、
も
は
や
想
定
外
の
出
来
事
で
は
な
く
、
い
つ

起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
喚
起
を
含
め
、

村
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
や
対
応

に
心
掛
け
、
迅
速
に
行
動
す
る
よ
う
職
員
や
関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
各
国
に
影
響
が
及
び
、
家
畜
の
飼
料
や
小
麦
・
大
豆

な
ど
の
原
材
料
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
円
安
が
進
行

し
、
す
べ
て
の
生
活
必
需
品
が
値
上
げ
の
傾
向
で
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
燃
油
・
資
材
・
飼
料
等
の
高
騰
対
策

を
国
の
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
交
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
の
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は
、
令
和
５
年
に
於
い
て
も
対
処
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
青
森
県
内
発
生
以
来
、
役

場
庁
舎
内
で
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
・
県
の
対
策
を
受
け
な

が
ら
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
一
年
以
上
も

村
内
か
ら
発
生
者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の
２
月
に

一
例
目
が
報
告
さ
れ
て
以
来
、
市
町
村
別
感
染
者
情
報
が
非
公

表
と
な
っ
た
現
在
も
感
染
者
の
状
況
の
把
握
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　村
で
は
診
療
所
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

12
月
で
終
了
し
、
12
歳
か
ら
60
歳
以
上
ま
で
の
接
種
率
は
80
・

７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
希
望
者
は
五
戸
総
合
病
院

で
の
接
種
と
な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
発
症
予
防
効
果
、

重
症
化
を
防
ぐ
効
果
の
重
要
性
と
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
を
基
本
に
、
疲
弊
し
て
い
る
経
済
の
回
復
を

願
い
な
が
ら
も
、
学
校
行
事
は
縮
小
、
対
策
を
講
じ
な
が
ら
先

生
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
配
慮
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
祭
、
成
人
式
、
敬
老
会
、
新
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
等

も
縮
小
し
、
計
画
通
り
実
施
し
ま
し
た
が
、
村
民
運
動
会
、

体
育
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
通
常
通
り
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
農
業
振
興
は
じ
め
福
祉
対

策
、
教
育
振
興
、
商
工
観
光
振
興
等
々
の
政
策
を
展
開
し
な
が

ら
、「
未
来
に
残
す
」元
気
な
村
、
幸
せ
な
村
を
創
る
た
め
に
村

民
一
丸
と
な
り
、
村
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
新
郷
村

に
と
っ
て
も
、
皆
様
方
に
と
っ
て
も
更
な
る
飛
躍
の
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
日
頃
か
ら
村
行
政
及
び
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　年
頭
に
当
た
り
、
新
郷
村
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
25
日
ロ
シ
ア
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
り
、
世
界
的
に
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
世
界
経
済
の
先
行
き
が
不
透
明

と
な
り
円
安
・
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
燃
料
な
ど
原
材
料
価

格
も
上
昇
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
全
て
に
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
資
材
・
飼
料
等
の
価
格
高
に
よ
り
、
本
村
の
第
一
次
産

業
で
あ
り
ま
す
農
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。
国

の
施
策
・
村
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
対
処
し
な
が
ら
、
早
急
に
侵

攻
が
終
結
し
、
経
済
が
安
定
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
窮
屈
な
生
活
が
当

た
り
前
と
な
っ
た
一
昨
年
ま
で
と
は
異
な
り
、
全
国
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
す
す
ん
だ
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
に
向
け
た
新

た
な
生
活
様
式
に
移
行
と
な
り
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
元
の
生

活
に
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　村
内
外
の
各
種
行
事
も
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
開
催
さ
れ
、

以
前
の
活
気
が
も
ど
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
残
念
に
思

う
こ
と
は
、
村
民
が
一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
る
村
民
運
動
会

が
、
３
年
間
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
今

年
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　さ
ら
に
、
昨
年
は
自
然
災
害
の
脅
威
を
感
じ
た
年
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
特
に
３
月
に
福
島
県
沖
で
発
生
し
た
震
度
６
強

の
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
負
傷
し
、
５
万
棟
近
く
の
住
家

が
被
害
を
受
け
、
東
北
新
幹
線
が
脱
線
事
故
を
起
こ
す
な
ど
、
甚

大
な
被
害
だ
っ
た
と
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
青
森
県
に
お
い

て
も
８
月
上
旬
に
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
り
津
軽
地
区
や
下

北
地
区
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
床
上
・
床
下
浸
水
、
土
砂
流
出
な

ど
に
よ
り
、
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
当
村
に
お
い
て

は
、
斜
面
崩
落
・
水
路
埋
塞
等
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き

な
災
害
は
な
く
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
災
害

に
対
す
る
心
構
え
や
予
防
保
全
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　さ
て
、
本
年
は
卯
年
で
す
。「
卯
」と
い
う
字
は
左
右
に
開
か
れ

た
門
の
形
か
ら
出
来
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
閉
じ
て
い
た
門
が
開

き「
飛
び
出
る
」と
い
う
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら「
飛
躍
す
る
年
」「
契
機
に
な
る
年
」と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
り
、
経
済
も
安
定
し
、
新

郷
村
が
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　当
議
会
も
新
郷
村
の
発
展
の
た
め
に
、
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
、

執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

「
安
心
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
新
郷
村
」の
実
現
を
目
指
し
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新郷村議会議長

　福　山　惠一郎
新郷村長

　櫻　井　雅　洋

新年のご  あいさつ
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　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　穏
や
か
に
明
け
た
新
し
い
年
を
迎
え
、
村
民
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
に
は
日
頃
よ
り
村
発
展
に
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
国
内
で
地
震
や
水

害
等
の
自
然
災
害
が
各
地
区
で
発
生
し
ま
し
た
。
８
月
に
は
、

県
内
市
町
村
で
、
活
発
な
線
状
降
水
帯
に
よ
る
、
河
川
の
氾
濫

や
、
住
居
浸
水
、
道
路
決
壊
等
で
、
集
落
が
孤
立
す
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
村
に
於
い
て
も
被

害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
避
難
所
開
設
や
人
災
・
家
屋
被

害
が
な
く
、
斜
面
崩
落
、
頭
首
工
止
板
流
出
、
水
路
埋
塞
な
ど

簡
易
的
な
被
災
で
早
急
に
対
処
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
は
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
自
然
災
害
は
、
も
は
や
想
定
外
の
出
来
事
で
は
な
く
、
い
つ

起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
喚
起
を
含
め
、

村
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
や
対
応

に
心
掛
け
、
迅
速
に
行
動
す
る
よ
う
職
員
や
関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
日
本
だ
け
で

な
く
世
界
各
国
に
影
響
が
及
び
、
家
畜
の
飼
料
や
小
麦
・
大
豆

な
ど
の
原
材
料
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
円
安
が
進
行

し
、
す
べ
て
の
生
活
必
需
品
が
値
上
げ
の
傾
向
で
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
燃
油
・
資
材
・
飼
料
等
の
高
騰
対
策

を
国
の
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
交
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

後
の
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は
、
令
和
５
年
に
於
い
て
も
対
処
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
青
森
県
内
発
生
以
来
、
役

場
庁
舎
内
で
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
・
県
の
対
策
を
受
け
な

が
ら
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
一
年
以
上
も

村
内
か
ら
発
生
者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
の
２
月
に

一
例
目
が
報
告
さ
れ
て
以
来
、
市
町
村
別
感
染
者
情
報
が
非
公

表
と
な
っ
た
現
在
も
感
染
者
の
状
況
の
把
握
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　村
で
は
診
療
所
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

12
月
で
終
了
し
、
12
歳
か
ら
60
歳
以
上
ま
で
の
接
種
率
は
80
・

７
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
希
望
者
は
五
戸
総
合
病
院

で
の
接
種
と
な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
発
症
予
防
効
果
、

重
症
化
を
防
ぐ
効
果
の
重
要
性
と
十
分
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
生
活
様
式
を
基
本
に
、
疲
弊
し
て
い
る
経
済
の
回
復
を

願
い
な
が
ら
も
、
学
校
行
事
は
縮
小
、
対
策
を
講
じ
な
が
ら
先

生
方
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
配
慮
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
祭
、
成
人
式
、
敬
老
会
、
新
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
等

も
縮
小
し
、
計
画
通
り
実
施
し
ま
し
た
が
、
村
民
運
動
会
、

体
育
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
通
常
通
り
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、
農
業
振
興
は
じ
め
福
祉
対

策
、
教
育
振
興
、
商
工
観
光
振
興
等
々
の
政
策
を
展
開
し
な
が

ら
、「
未
来
に
残
す
」元
気
な
村
、
幸
せ
な
村
を
創
る
た
め
に
村

民
一
丸
と
な
り
、
村
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
新
郷
村

に
と
っ
て
も
、
皆
様
方
に
と
っ
て
も
更
な
る
飛
躍
の
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
日
頃
か
ら
村
行
政
及
び
議
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　年
頭
に
当
た
り
、
新
郷
村
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
25
日
ロ
シ
ア
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始
ま
り
、
世
界
的
に
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
年
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
世
界
経
済
の
先
行
き
が
不
透
明

と
な
り
円
安
・
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
燃
料
な
ど
原
材
料
価

格
も
上
昇
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
全
て
に
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
資
材
・
飼
料
等
の
価
格
高
に
よ
り
、
本
村
の
第
一
次
産

業
で
あ
り
ま
す
農
業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。
国

の
施
策
・
村
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
対
処
し
な
が
ら
、
早
急
に
侵

攻
が
終
結
し
、
経
済
が
安
定
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
３
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
窮
屈
な
生
活
が
当

た
り
前
と
な
っ
た
一
昨
年
ま
で
と
は
異
な
り
、
全
国
的
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
す
す
ん
だ
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
に
向
け
た
新

た
な
生
活
様
式
に
移
行
と
な
り
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す
が
元
の
生

活
に
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　村
内
外
の
各
種
行
事
も
感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
開
催
さ
れ
、

以
前
の
活
気
が
も
ど
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
残
念
に
思

う
こ
と
は
、
村
民
が
一
堂
に
会
し
て
開
催
さ
れ
る
村
民
運
動
会

が
、
３
年
間
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
今

年
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　さ
ら
に
、
昨
年
は
自
然
災
害
の
脅
威
を
感
じ
た
年
で
は
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
特
に
３
月
に
福
島
県
沖
で
発
生
し
た
震
度
６
強

の
地
震
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
負
傷
し
、
５
万
棟
近
く
の
住
家

が
被
害
を
受
け
、
東
北
新
幹
線
が
脱
線
事
故
を
起
こ
す
な
ど
、
甚

大
な
被
害
だ
っ
た
と
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
青
森
県
に
お
い

て
も
８
月
上
旬
に
発
生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
り
津
軽
地
区
や
下

北
地
区
で
は
、
河
川
の
氾
濫
、
床
上
・
床
下
浸
水
、
土
砂
流
出
な

ど
に
よ
り
、
多
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
当
村
に
お
い
て

は
、
斜
面
崩
落
・
水
路
埋
塞
等
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
大
き

な
災
害
は
な
く
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
災
害

に
対
す
る
心
構
え
や
予
防
保
全
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　さ
て
、
本
年
は
卯
年
で
す
。「
卯
」と
い
う
字
は
左
右
に
開
か
れ

た
門
の
形
か
ら
出
来
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
閉
じ
て
い
た
門
が
開

き「
飛
び
出
る
」と
い
う
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら「
飛
躍
す
る
年
」「
契
機
に
な
る
年
」と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
コ
ロ
ナ
禍
も
収
ま
り
、
経
済
も
安
定
し
、
新

郷
村
が
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　当
議
会
も
新
郷
村
の
発
展
の
た
め
に
、
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
、

執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、

「
安
心
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
新
郷
村
」の
実
現
を
目
指
し
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新郷村議会議長

　福　山　惠一郎
新郷村長

　櫻　井　雅　洋

新年のご  あいさつ
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　新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は
決

算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村
の

財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ

ま
す
。

　令
和
４
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
５
日
か
ら
12
月
９

日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
17
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の

一
般
質
問
、
９
日
の
議
案
審
議
質

疑
の
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　12
月
９
日
に
３
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一

　永
野

　範
英

　議
員

質
問
①

　「
舗
装
個
別
実
施
計
画
」

の
概
要
に
つ
い
て

　令
和
５
年
度
か
ら
村
道
の
補
修
、

改
修
工
事
を
順
次
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
損
傷
状
況
や
交
通

量
等
を
考
慮
し
た
結
果
に
つ
い
て
の

選
定
場
所
、
順
番
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
と
な
っ
た
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　村
道
の
損
傷
状
況
は
、
ひ
び
割

れ
や
路
面
の
欠
損
が
見
ら
れ
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
見

ら
れ
る
。
補
修
等
の
優
先
順
位
と

し
て
、
破
損
状
況
が
多
い
国
道
・

県
道
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
か
ら

行
う
予
定
で
あ
る
。

　令
和
５
年
度
以
降
の
計
画
と
し

て
は
、
国
道
４
５
４
号
か
ら
の
長

峯
・
横
沢
線
の
他
、
２
路
線
を
計

画
し
て
い
る
。
国
と
県
の
補
助
事

業
を
利
用
し
、
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②

　新
年
度
予
算
編
成
の
時
期

と
な
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
決
算
事

業
及
び
今
年
度
実
施
さ
れ
た
事
業
成

果
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
予
算

編
成
の
方
針
、
基
本
的
な
考
え
に
つ

い
て
伺
い
た
い

答
弁

　櫻
井
村
長

　令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
財
政
力
に
見
合
っ
た
歳
出

規
模
へ
の
転
換
を
図
り
、
時
代
に

即
し
た
真
に
必
要
な
事
務
事
業
を

見
極
め
な
が
ら
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
政
運
営
、
強
固
な
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
指
し
、
①「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
段
階
へ
の
移

行
を
見
据
え
た
取
組
」、
②「
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹

底
」、
③「
財
政
調
整
の
た
め
の
基

金
取
崩
し
の
抑
制
」、
④「
投
資
的

経
費
に
充
当
す
る
新
規
村
債
発
行

額
の
抑
制
」、
こ
の
４
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
定
め
て
い
る
。

※

『
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
』と
は
、
老
朽
化
し
て
非
効

率
な
建
物
や
行
政
機
構
を
廃
止
し

て
、
最
新
の
施
設
・
設
備
、
行
政

機
構
に
置
き
換
え
て
、
効
率
化
す

る
こ
と
。

二

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

質
問
①

　空
き
家
対
策
に
つ
い
て

１
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在

の
登
録
状
況
及
び
同
制
度
の
利
用
希

望
者
の
状
況
、
ま
た
、
同
制
度
を
利

用
し
て
の
移
住
・
定
住
の
実
績
は

２
．
新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況
は

３
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

以
外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る

移
住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る

施
策
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

者
数
は
11
月
30
日
現
在
で
４
名
、

利
用
希
望
者
は
４
名
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
の
移

住
・
定
住
の
実
績
は
、
購
入
が
１

名
、
賃
貸
が
２
名
と
な
っ
て
い

る
。

　

　新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況

は
、
空
家
購
入
者
へ
の
補
助
が
１

名
で
１
１
０
万
円
、
賃
貸
者
へ
の

家
賃
補
助
が
４
名
で
84
万
円
、
動

産
の
廃
棄
へ
の
補
助
が
１
名
で
９

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
以

外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る
施

策
は
、
ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
誌
等

を
利
用
し
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
こ
と
や
、
青
森
県
及
び
八
戸
地

域
連
携
中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都

圏
で
の
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

質
問
②

　人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢

化
対
策
に
つ
い
て

１
．
定
住
促
進
住
宅
の
現
状（
入
居

者
の
人
数
及
び
そ
の
年
齢
別
内
訳
）

は２
．
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
対

策
手
段
の
一
翼
を
担
う
定
住
促
進
住

宅
の
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　定
住
促
進
住
宅
、
通
称
東
団
地

の
現
状
は
10
棟
の
う
ち
現
在
８
棟

入
居
し
て
い
る
。
合
計
８
世
帯
37

名
が
入
居
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

子
ど
も
は
高
校
生
３
名
、
中
学
生

４
名
、
小
学
生
９
名
、
年
少
６

名
、
計
23
名
と
な
っ
て
い
る
。

　定
住
促
進
住
宅
の
今
後
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
空
室
と
な
っ
て
い

る
２
棟
の
入
居
者
募
集
を
図
っ

て
、
全
て
入
居
さ
れ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

三

　才
神

　幸
男

　議
員

質
問

　旧
西
分
遣
所
庁
舎
は
ま
だ
十

分
に
利
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、
現

在
使
用
し
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の

か
、
使
用
し
て
い
な
い
の
な
ら
今
後

利
用
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
取
り
壊
し
の
計
画
が
あ
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　現
在
、
防
災
倉
庫
と
し
て
使
用

し
て
お
り
、
消
防
団
の
備
品
関
係

や
防
災
用
備
蓄
品
等
、
防
災
・
防

犯
に
関
す
る
備
品
等
を
置
く
倉
庫

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

庁
舎
の
外
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
モ
ニ

タ
ー
等
も
庁
舎
内
に
置
い
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
も
保
管
庫
と

し
て
利
用
を
続
け
て
い
く
予
定
で

あ
り
、
取
り
壊
す
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問

　こ
の
ま
ま
倉
庫
と
し
て
使

用
す
る
の
か
、
村
民
の
災
害
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
訓
練
場
所
と
し
て

使
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　旧
庁
舎
は
倉
庫
と
い
う
考
え
方

し
か
な
い
。
訓
練
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
で
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　12
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑

　滝
沢

　仁

　議
員

　温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃
料
費

５
０
０
万
円
、
光
熱
水
費
３
０
０

万
円
の
内
訳
と
薪
の
使
用
料
を
伺

い
た
い
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　燃
料
費
の
多
く
を
占
め
る
重
油

は
、
昨
年
度
の
使
用
料
に
、
２
割

増
加
と
い
う
の
を
見
込
ん
で
試
算

し
た
と
こ
ろ
５
０
０
万
円
の
増
加

と
な
る
。
薪
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
昨
年
度
よ
り
若
干
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
光
熱
水
費
は
主
に
電
気

料
で
あ
り
、
す
で
に
３
割
程
度
上

が
っ
て
い
る
。

再
質
疑

　木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
活
用
し
重
油
の
燃
料
費
を
抑
え

る
、
地
域
に
貢
献
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
目
指
し
て
い
き
た

い
。

【
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
外
壁
等
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
】

質
疑

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

　増
額
さ
れ
る
２
８
１
万
６
千
円
の

工
事
内
容
を
み
る
と
新
た
な
工
事
の

追
加
で
、
今
回
の
改
修
工
事
と
は
別

の
請
負
契
約
が
必
要
と
思
う
が
、
今

回
の
新
た
に
増
え
た
工
事
は
当
初
予

想
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
。

答
弁

　髙
村
総
務
課
長

　工
事
を
進
め
て
い
く
段
階
で
分

か
っ
た
こ
と
が
主
で
、
改
修
工
事
の

付
帯
す
る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　令
和
４
年
12
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
細
川
委
員
長
、

永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委
員
、
横

道
委
員
は
、
八
戸
市
住
友
林
業
株

式
会
社
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
調
査
・
視
察
研
修
を
し
て
き
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
森
林
の
伐
採
後
に
出

る
小
枝
や
木
皮
と
い
っ
た「
林
地

未
利
用
木
材
」を
林
地
か
ら
搬
出

し
、
こ
れ
を
資
源
燃
料
と
し
て
発

電
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
林
地
に
残
っ
て

い
た
未
利
用
木
材
の
活
用
、
そ
れ

に
よ
る
森
林
環
境
の
改
善
、
山
村

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
村
の
木
材
利

用
に
つ
い
て
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　令
和
４
年
12
月
22
日
、
総
務
常

任
委
員
会
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉

副
委
員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委

員
は
、
五
戸
町
役
場
と
階
上
町
美

松
菓
子
店
の
調
査
・
視
察
研
修
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　五
戸
町
で
は
今
年
４
月
、
旧
南

部
鉄
道
車
両
と
し
て
唯
一
現
存
す

る
Ｄ
Ｃ
３
５
１
を
京
都
府
か
ら

輸
送
・
設
置
す
る
際
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
。
町
民

や
支
援
者
か
ら
総
額
５
７
５
万
８

千
円
の
支
援
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

事
業
の
資
金
に
充
て
た
そ
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
今
後
の
検
討
材
料
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

美
松
菓
子
店
で
は
村
の
き
く
ら
げ

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
製
造
・
販

売
し
て
お
り
、
村
の
特
産
品
の
活

用
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

※

『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』

と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
人
や
法
人
に
対
し
、
不
特
定

多
数
の
人
が
購
入
・
寄
付
と
い
う

形
で
資
金
を
供
与
す
る
仕
組
み
の

こ
と
。

　令
和
４
年
10
月
18
日
、
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
美
郷
館
に
お
い

て
、
郡
内
の
議
員
を
対
象
と
し
た

三
戸
郡
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　講
師
に
新
郷
村
教
育
振
興
協
議

会
長
の
福
山
廣
氏
を
招
き
、「
人

生
侮
り
が
た
し
」と
題
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
の
人
生

を
様
々
な
形
で
表
現
さ
れ
、
講
演

の
途
中
で
は
村
の
方
言
に
つ
い
て

解
説
す
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
性
も
取

り
入
れ
な
が
ら
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
後
の
議
員
活
動
の
参

考
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

再
質
疑

　今
後
も
更
に
工
事
内
容

の
追
加
に
よ
る
改
修
工
事
請
負
代

金
の
変
更
・
追
加
の
変
更
契
約
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
工
事
の
追
加

に
よ
る
工
期
の
延
長
も
あ
り
得
る

の
か
。

答
弁

　髙
村
総
務
課
長

　今
後
の
変
更
契
約
は
な
い
。

工
期
は
３
月
24
日
を
予
定
し
て
い

る
。　令

和
４
年
10
月
19
日
、
１
日
間

の
会
期
で
第
４
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
２
件
、

「
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」、「
令
和
４

年
度
新
郷
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）案
に
つ
い
て
」が
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

～令和４年12月定例会（12月５日～９日）～～令和４年12月定例会 12月５日～９日

新郷村議会だより
令
和
４
年
12
月
定
例
会
日
程

12
月
５
日

　開
会

12
月
６
日

　常
任
委
員
会

12
月
７
日

　議
案
熟
考

12
月
８
日

　一
般
質
問

12
月
９
日

　議
案
審
議

一

般

質

問

議
案
審
議

　質
疑
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　新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は
決

算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村
の

財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ

ま
す
。

　令
和
４
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
５
日
か
ら
12
月
９

日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
17
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の

一
般
質
問
、
９
日
の
議
案
審
議
質

疑
の
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　12
月
９
日
に
３
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一

　永
野

　範
英

　議
員

質
問
①

　「
舗
装
個
別
実
施
計
画
」

の
概
要
に
つ
い
て

　令
和
５
年
度
か
ら
村
道
の
補
修
、

改
修
工
事
を
順
次
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
損
傷
状
況
や
交
通

量
等
を
考
慮
し
た
結
果
に
つ
い
て
の

選
定
場
所
、
順
番
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
と
な
っ
た
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　村
道
の
損
傷
状
況
は
、
ひ
び
割

れ
や
路
面
の
欠
損
が
見
ら
れ
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
見

ら
れ
る
。
補
修
等
の
優
先
順
位
と

し
て
、
破
損
状
況
が
多
い
国
道
・

県
道
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
か
ら

行
う
予
定
で
あ
る
。

　令
和
５
年
度
以
降
の
計
画
と
し

て
は
、
国
道
４
５
４
号
か
ら
の
長

峯
・
横
沢
線
の
他
、
２
路
線
を
計

画
し
て
い
る
。
国
と
県
の
補
助
事

業
を
利
用
し
、
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②

　新
年
度
予
算
編
成
の
時
期

と
な
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
決
算
事

業
及
び
今
年
度
実
施
さ
れ
た
事
業
成

果
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
予
算

編
成
の
方
針
、
基
本
的
な
考
え
に
つ

い
て
伺
い
た
い

答
弁

　櫻
井
村
長

　令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
財
政
力
に
見
合
っ
た
歳
出

規
模
へ
の
転
換
を
図
り
、
時
代
に

即
し
た
真
に
必
要
な
事
務
事
業
を

見
極
め
な
が
ら
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
政
運
営
、
強
固
な
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
指
し
、
①「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
段
階
へ
の
移

行
を
見
据
え
た
取
組
」、
②「
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹

底
」、
③「
財
政
調
整
の
た
め
の
基

金
取
崩
し
の
抑
制
」、
④「
投
資
的

経
費
に
充
当
す
る
新
規
村
債
発
行

額
の
抑
制
」、
こ
の
４
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
定
め
て
い
る
。

※

『
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
』と
は
、
老
朽
化
し
て
非
効

率
な
建
物
や
行
政
機
構
を
廃
止
し

て
、
最
新
の
施
設
・
設
備
、
行
政

機
構
に
置
き
換
え
て
、
効
率
化
す

る
こ
と
。

二

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

質
問
①

　空
き
家
対
策
に
つ
い
て

１
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在

の
登
録
状
況
及
び
同
制
度
の
利
用
希

望
者
の
状
況
、
ま
た
、
同
制
度
を
利

用
し
て
の
移
住
・
定
住
の
実
績
は

２
．
新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況
は

３
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

以
外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る

移
住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る

施
策
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

者
数
は
11
月
30
日
現
在
で
４
名
、

利
用
希
望
者
は
４
名
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
の
移

住
・
定
住
の
実
績
は
、
購
入
が
１

名
、
賃
貸
が
２
名
と
な
っ
て
い

る
。

　

　新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況

は
、
空
家
購
入
者
へ
の
補
助
が
１

名
で
１
１
０
万
円
、
賃
貸
者
へ
の

家
賃
補
助
が
４
名
で
84
万
円
、
動

産
の
廃
棄
へ
の
補
助
が
１
名
で
９

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
以

外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る
施

策
は
、
ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
誌
等

を
利
用
し
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
こ
と
や
、
青
森
県
及
び
八
戸
地

域
連
携
中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都

圏
で
の
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

質
問
②

　人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢

化
対
策
に
つ
い
て

１
．
定
住
促
進
住
宅
の
現
状（
入
居

者
の
人
数
及
び
そ
の
年
齢
別
内
訳
）

は２
．
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
対

策
手
段
の
一
翼
を
担
う
定
住
促
進
住

宅
の
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答
弁

　

答
弁

　櫻
井
村
長

　定
住
促
進
住
宅
、
通
称
東
団
地

の
現
状
は
10
棟
の
う
ち
現
在
８
棟

入
居
し
て
い
る
。
合
計
８
世
帯
37

名
が
入
居
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

子
ど
も
は
高
校
生
３
名
、
中
学
生

４
名
、
小
学
生
９
名
、
年
少
６

名
、
計
23
名
と
な
っ
て
い
る
。

　定
住
促
進
住
宅
の
今
後
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
空
室
と
な
っ
て
い

る
２
棟
の
入
居
者
募
集
を
図
っ

て
、
全
て
入
居
さ
れ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

三

　才
神

　幸
男

　議
員

質
問

　旧
西
分
遣
所
庁
舎
は
ま
だ
十

分
に
利
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、
現

在
使
用
し
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の

か
、
使
用
し
て
い
な
い
の
な
ら
今
後

利
用
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
取
り
壊
し
の
計
画
が
あ
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　現
在
、
防
災
倉
庫
と
し
て
使
用

し
て
お
り
、
消
防
団
の
備
品
関
係

や
防
災
用
備
蓄
品
等
、
防
災
・
防

犯
に
関
す
る
備
品
等
を
置
く
倉
庫

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

庁
舎
の
外
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
モ
ニ

タ
ー
等
も
庁
舎
内
に
置
い
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
も
保
管
庫
と

し
て
利
用
を
続
け
て
い
く
予
定
で

あ
り
、
取
り
壊
す
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問

　こ
の
ま
ま
倉
庫
と
し
て
使

用
す
る
の
か
、
村
民
の
災
害
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
訓
練
場
所
と
し
て

使
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か

答
弁

　櫻
井
村
長

　旧
庁
舎
は
倉
庫
と
い
う
考
え
方

し
か
な
い
。
訓
練
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
で
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　12
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑

　滝
沢

　仁

　議
員

　温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃
料
費

５
０
０
万
円
、
光
熱
水
費
３
０
０

万
円
の
内
訳
と
薪
の
使
用
料
を
伺

い
た
い
。

答
弁

　櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　燃
料
費
の
多
く
を
占
め
る
重
油

は
、
昨
年
度
の
使
用
料
に
、
２
割

増
加
と
い
う
の
を
見
込
ん
で
試
算

し
た
と
こ
ろ
５
０
０
万
円
の
増
加

と
な
る
。
薪
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
昨
年
度
よ
り
若
干
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
光
熱
水
費
は
主
に
電
気

料
で
あ
り
、
す
で
に
３
割
程
度
上

が
っ
て
い
る
。

再
質
疑

　木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
活
用
し
重
油
の
燃
料
費
を
抑
え

る
、
地
域
に
貢
献
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁

　櫻
井
村
長

　今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
目
指
し
て
い
き
た

い
。

【
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
外
壁
等
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
】

質
疑

　稲
葉

　嘉
浩

　議
員

　増
額
さ
れ
る
２
８
１
万
６
千
円
の

工
事
内
容
を
み
る
と
新
た
な
工
事
の

追
加
で
、
今
回
の
改
修
工
事
と
は
別

の
請
負
契
約
が
必
要
と
思
う
が
、
今

回
の
新
た
に
増
え
た
工
事
は
当
初
予

想
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
。

答
弁

　髙
村
総
務
課
長

　工
事
を
進
め
て
い
く
段
階
で
分

か
っ
た
こ
と
が
主
で
、
改
修
工
事
の

付
帯
す
る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　令
和
４
年
12
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
細
川
委
員
長
、

永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委
員
、
横

道
委
員
は
、
八
戸
市
住
友
林
業
株

式
会
社
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
調
査
・
視
察
研
修
を
し
て
き
ま

し
た
。

　こ
こ
で
は
森
林
の
伐
採
後
に
出

る
小
枝
や
木
皮
と
い
っ
た「
林
地

未
利
用
木
材
」を
林
地
か
ら
搬
出

し
、
こ
れ
を
資
源
燃
料
と
し
て
発

電
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
林
地
に
残
っ
て

い
た
未
利
用
木
材
の
活
用
、
そ
れ

に
よ
る
森
林
環
境
の
改
善
、
山
村

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
村
の
木
材
利

用
に
つ
い
て
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　令
和
４
年
12
月
22
日
、
総
務
常

任
委
員
会
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉

副
委
員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委

員
は
、
五
戸
町
役
場
と
階
上
町
美

松
菓
子
店
の
調
査
・
視
察
研
修
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　五
戸
町
で
は
今
年
４
月
、
旧
南

部
鉄
道
車
両
と
し
て
唯
一
現
存
す

る
Ｄ
Ｃ
３
５
１
を
京
都
府
か
ら

輸
送
・
設
置
す
る
際
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
。
町
民

や
支
援
者
か
ら
総
額
５
７
５
万
８

千
円
の
支
援
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

事
業
の
資
金
に
充
て
た
そ
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
今
後
の
検
討
材
料
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

美
松
菓
子
店
で
は
村
の
き
く
ら
げ

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
製
造
・
販

売
し
て
お
り
、
村
の
特
産
品
の
活

用
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

※

『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』

と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
人
や
法
人
に
対
し
、
不
特
定

多
数
の
人
が
購
入
・
寄
付
と
い
う

形
で
資
金
を
供
与
す
る
仕
組
み
の

こ
と
。

　令
和
４
年
10
月
18
日
、
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
美
郷
館
に
お
い

て
、
郡
内
の
議
員
を
対
象
と
し
た

三
戸
郡
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　講
師
に
新
郷
村
教
育
振
興
協
議

会
長
の
福
山
廣
氏
を
招
き
、「
人

生
侮
り
が
た
し
」と
題
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
の
人
生

を
様
々
な
形
で
表
現
さ
れ
、
講
演

の
途
中
で
は
村
の
方
言
に
つ
い
て

解
説
す
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
性
も
取

り
入
れ
な
が
ら
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
後
の
議
員
活
動
の
参

考
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

再
質
疑

　今
後
も
更
に
工
事
内
容

の
追
加
に
よ
る
改
修
工
事
請
負
代

金
の
変
更
・
追
加
の
変
更
契
約
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
工
事
の
追
加

に
よ
る
工
期
の
延
長
も
あ
り
得
る

の
か
。

答
弁

　髙
村
総
務
課
長

　今
後
の
変
更
契
約
は
な
い
。

工
期
は
３
月
24
日
を
予
定
し
て
い

る
。　令

和
４
年
10
月
19
日
、
１
日
間

の
会
期
で
第
４
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
２
件
、

「
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」、「
令
和
４

年
度
新
郷
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）案
に
つ
い
て
」が
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

～令和４年12月定例会（12月５日～９日）～

新郷村議会だより
令
和
４
年
12
月
定
例
会
日
程

12
月
５
日

　開
会

12
月
６
日

　常
任
委
員
会

12
月
７
日

　議
案
熟
考

12
月
８
日

　一
般
質
問

12
月
９
日

　議
案
審
議

一

般

質

問

議
案
審
議

　質
疑
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は
決

算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村
の

財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ

ま
す
。

　
令
和
４
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
５
日
か
ら
12
月
９

日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
17
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の

一
般
質
問
、
９
日
の
議
案
審
議
質

疑
の
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
12
月
９
日
に
３
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　「
舗
装
個
別
実
施
計
画
」

の
概
要
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
か
ら
村
道
の
補
修
、

改
修
工
事
を
順
次
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
損
傷
状
況
や
交
通

量
等
を
考
慮
し
た
結
果
に
つ
い
て
の

選
定
場
所
、
順
番
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
と
な
っ
た
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
村
道
の
損
傷
状
況
は
、
ひ
び
割

れ
や
路
面
の
欠
損
が
見
ら
れ
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
見

ら
れ
る
。
補
修
等
の
優
先
順
位
と

し
て
、
破
損
状
況
が
多
い
国
道
・

県
道
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
か
ら

行
う
予
定
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
以
降
の
計
画
と
し

て
は
、
国
道
４
５
４
号
か
ら
の
長

峯
・
横
沢
線
の
他
、
２
路
線
を
計

画
し
て
い
る
。
国
と
県
の
補
助
事

業
を
利
用
し
、
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　
新
年
度
予
算
編
成
の
時
期

と
な
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
決
算
事

業
及
び
今
年
度
実
施
さ
れ
た
事
業
成

果
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
予
算

編
成
の
方
針
、
基
本
的
な
考
え
に
つ

い
て
伺
い
た
い

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
財
政
力
に
見
合
っ
た
歳
出

規
模
へ
の
転
換
を
図
り
、
時
代
に

即
し
た
真
に
必
要
な
事
務
事
業
を

見
極
め
な
が
ら
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
政
運
営
、
強
固
な
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
指
し
、
①「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
段
階
へ
の
移

行
を
見
据
え
た
取
組
」、
②「
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹

底
」、
③「
財
政
調
整
の
た
め
の
基

金
取
崩
し
の
抑
制
」、
④「
投
資
的

経
費
に
充
当
す
る
新
規
村
債
発
行

額
の
抑
制
」、
こ
の
４
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
定
め
て
い
る
。

※

『
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
』と
は
、
老
朽
化
し
て
非
効

率
な
建
物
や
行
政
機
構
を
廃
止
し

て
、
最
新
の
施
設
・
設
備
、
行
政

機
構
に
置
き
換
え
て
、
効
率
化
す

る
こ
と
。

二
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

１
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在

の
登
録
状
況
及
び
同
制
度
の
利
用
希

望
者
の
状
況
、
ま
た
、
同
制
度
を
利

用
し
て
の
移
住
・
定
住
の
実
績
は

２
．
新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況
は

３
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

以
外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る

移
住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る

施
策
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

者
数
は
11
月
30
日
現
在
で
４
名
、

利
用
希
望
者
は
４
名
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
の
移

住
・
定
住
の
実
績
は
、
購
入
が
１

名
、
賃
貸
が
２
名
と
な
っ
て
い

る
。
　

　
新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況

は
、
空
家
購
入
者
へ
の
補
助
が
１

名
で
１
１
０
万
円
、
賃
貸
者
へ
の

家
賃
補
助
が
４
名
で
84
万
円
、
動

産
の
廃
棄
へ
の
補
助
が
１
名
で
９

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
以

外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る
施

策
は
、
ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
誌
等

を
利
用
し
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
こ
と
や
、
青
森
県
及
び
八
戸
地

域
連
携
中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都

圏
で
の
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

質
問
②
　
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢

化
対
策
に
つ
い
て

１
．
定
住
促
進
住
宅
の
現
状（
入
居

者
の
人
数
及
び
そ
の
年
齢
別
内
訳
）

は２
．
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
対

策
手
段
の
一
翼
を
担
う
定
住
促
進
住

宅
の
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
定
住
促
進
住
宅
、
通
称
東
団
地

の
現
状
は
10
棟
の
う
ち
現
在
８
棟

入
居
し
て
い
る
。
合
計
８
世
帯
37

名
が
入
居
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

子
ど
も
は
高
校
生
３
名
、
中
学
生

４
名
、
小
学
生
９
名
、
年
少
６

名
、
計
23
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
定
住
促
進
住
宅
の
今
後
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
空
室
と
な
っ
て
い

る
２
棟
の
入
居
者
募
集
を
図
っ

て
、
全
て
入
居
さ
れ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

三
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
　
旧
西
分
遣
所
庁
舎
は
ま
だ
十

分
に
利
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、
現

在
使
用
し
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の

か
、
使
用
し
て
い
な
い
の
な
ら
今
後

利
用
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
取
り
壊
し
の
計
画
が
あ
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
、
防
災
倉
庫
と
し
て
使
用

し
て
お
り
、
消
防
団
の
備
品
関
係

や
防
災
用
備
蓄
品
等
、
防
災
・
防

犯
に
関
す
る
備
品
等
を
置
く
倉
庫

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

庁
舎
の
外
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
モ
ニ

タ
ー
等
も
庁
舎
内
に
置
い
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
も
保
管
庫
と

し
て
利
用
を
続
け
て
い
く
予
定
で

あ
り
、
取
り
壊
す
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問
　
こ
の
ま
ま
倉
庫
と
し
て
使

用
す
る
の
か
、
村
民
の
災
害
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
訓
練
場
所
と
し
て

使
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
旧
庁
舎
は
倉
庫
と
い
う
考
え
方

し
か
な
い
。
訓
練
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
で
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
12
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃
料
費

５
０
０
万
円
、
光
熱
水
費
３
０
０

万
円
の
内
訳
と
薪
の
使
用
料
を
伺

い
た
い
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
燃
料
費
の
多
く
を
占
め
る
重
油

は
、
昨
年
度
の
使
用
料
に
、
２
割

増
加
と
い
う
の
を
見
込
ん
で
試
算

し
た
と
こ
ろ
５
０
０
万
円
の
増
加

と
な
る
。
薪
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
昨
年
度
よ
り
若
干
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
光
熱
水
費
は
主
に
電
気

料
で
あ
り
、
す
で
に
３
割
程
度
上

が
っ
て
い
る
。

再
質
疑
　
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
活
用
し
重
油
の
燃
料
費
を
抑
え

る
、
地
域
に
貢
献
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
目
指
し
て
い
き
た

い
。

【
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
外
壁
等
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
】

質
疑
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

　
増
額
さ
れ
る
２
８
１
万
６
千
円
の

工
事
内
容
を
み
る
と
新
た
な
工
事
の

追
加
で
、
今
回
の
改
修
工
事
と
は
別

の
請
負
契
約
が
必
要
と
思
う
が
、
今

回
の
新
た
に
増
え
た
工
事
は
当
初
予

想
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
。

答
弁
　
髙
村
総
務
課
長

　
工
事
を
進
め
て
い
く
段
階
で
分

か
っ
た
こ
と
が
主
で
、
改
修
工
事
の

付
帯
す
る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
12
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
細
川
委
員
長
、

永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委
員
、
横

道
委
員
は
、
八
戸
市
住
友
林
業
株

式
会
社
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
調
査
・
視
察
研
修
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
森
林
の
伐
採
後
に
出

る
小
枝
や
木
皮
と
い
っ
た「
林
地

未
利
用
木
材
」を
林
地
か
ら
搬
出

し
、
こ
れ
を
資
源
燃
料
と
し
て
発

電
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
林
地
に
残
っ
て

い
た
未
利
用
木
材
の
活
用
、
そ
れ

に
よ
る
森
林
環
境
の
改
善
、
山
村

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
村
の
木
材
利

用
に
つ
い
て
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　
令
和
４
年
12
月
22
日
、
総
務
常

任
委
員
会
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉

副
委
員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委

員
は
、
五
戸
町
役
場
と
階
上
町
美

松
菓
子
店
の
調
査
・
視
察
研
修
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
五
戸
町
で
は
今
年
４
月
、
旧
南

部
鉄
道
車
両
と
し
て
唯
一
現
存
す

る
Ｄ
Ｃ
３
５
１
を
京
都
府
か
ら

輸
送
・
設
置
す
る
際
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
。
町
民

や
支
援
者
か
ら
総
額
５
７
５
万
８

千
円
の
支
援
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

事
業
の
資
金
に
充
て
た
そ
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
今
後
の
検
討
材
料
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

美
松
菓
子
店
で
は
村
の
き
く
ら
げ

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
製
造
・
販

売
し
て
お
り
、
村
の
特
産
品
の
活

用
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

※

『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』

と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
人
や
法
人
に
対
し
、
不
特
定

多
数
の
人
が
購
入
・
寄
付
と
い
う

形
で
資
金
を
供
与
す
る
仕
組
み
の

こ
と
。

　
令
和
４
年
10
月
18
日
、
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
美
郷
館
に
お
い

て
、
郡
内
の
議
員
を
対
象
と
し
た

三
戸
郡
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
師
に
新
郷
村
教
育
振
興
協
議

会
長
の
福
山
廣
氏
を
招
き
、「
人

生
侮
り
が
た
し
」と
題
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
の
人
生

を
様
々
な
形
で
表
現
さ
れ
、
講
演

の
途
中
で
は
村
の
方
言
に
つ
い
て

解
説
す
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
性
も
取

り
入
れ
な
が
ら
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
後
の
議
員
活
動
の
参

考
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
10
月
26
日
〜
29
日

①
広
島
県
坂
町

②
島
根
県
飯
南
町

①
広
島
県
坂
町

　
空
き
家
対
策
・
子
育
て
支
援
に

よ
る
移
住
定
住
促
進

②
島
根
県
飯
南
町

　
農
林
業
定
住
研
修
制
度
や
お
試

し
暮
ら
し
住
宅
制
度
等
を
活
用
し

た
移
住
促
進

　
広
島
県
坂
町
は
空
き
家
バ
ン
ク

を
積
極
的
に
活
用
し
た
取
組
を
し

て
い
ま
し
た
。
空
家
物
件
を
Ｈ
Ｐ

で
事
細
か
く
説
明
し
て
情
報
が
豊

富
で
あ
り
、
ま
た
Ｖ
Ｒ
で
の
内
覧

が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
お
り
、

現
地
に
行
か
な
く
て
も
家
の
外
観

や
部
屋
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
整

備
し
て
い
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
を
利
用
し
て
い
る
方
も
含
め
、

坂
町
に
実
際
に
住
ん
で
い
る
方
の

様
子
も
掲
載
し
て
お
り
、
暮
ら
し

の
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
こ
と
が

特
徴
で
し
た
。

　
島
根
県
飯
南
町
は
子
育
て
世
帯

が
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
２
年
連
続
全
国
１
位（
人
口

１
万
人
未
満
対
象
）と
な
っ
た
町

で
、
結
婚
祝
金
や
子
育
て
世
帯
へ

の
日
用
品
支
給
等
の
子
育
て
支
援

や
、
家
賃
月
４
万
円
の
町
営
セ
ミ

オ
ー
ダ
ー
住
宅
や
新
築
・
増
改
築

の
支
援
、
空
家
の
片
付
け
費
用
の

助
成
な
ど
住
宅
支
援
が
充
実
。

更
に
農
業
希
望
者
の
た
め
の
お
試

し
暮
ら
し
住
宅
や
農
業
体
験
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
な
ど
、

農
業
と
移
住
が
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
主
に
移
住
・
定
住
に
関

す
る
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

他
町
村
の
取
組
や
事
業
を
研
修
す

る
こ
と
で
新
し
い
発
見
や
様
々
な

考
え
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
の
研
修
内
容
を
ふ
ま

え
、
新
郷
村
が
明
る
く
住
み
や
す

い
村
に
な
る
よ
う
、
今
後
の
議
会

活
動
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

再
質
疑
　
今
後
も
更
に
工
事
内
容

の
追
加
に
よ
る
改
修
工
事
請
負
代

金
の
変
更
・
追
加
の
変
更
契
約
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
工
事
の
追
加

に
よ
る
工
期
の
延
長
も
あ
り
得
る

の
か
。

答
弁
　
髙
村
総
務
課
長

　
今
後
の
変
更
契
約
は
な
い
。

工
期
は
３
月
24
日
を
予
定
し
て
い

る
。

　
令
和
４
年
10
月
19
日
、
１
日
間

の
会
期
で
第
４
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
２
件
、

「
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」、「
令
和
４

年
度
新
郷
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）案
に
つ
い
て
」が
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

①『
新
郷
村
長
・
村
議
会
議
員
選

挙
で
の
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
』

が
１
件
あ
り
、
総
務
常
任
委
員
会

で
審
査
の
結
果
、
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
４
回
議
会
臨
時
会

三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

陳
　
　
　
　
情

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会
　

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
令
和
３
年
か
ら

の『
会
議
録
』を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
今
号
の
内
容
に
つ
い

て
は
３
ヶ
月
後
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
５
年
４
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

「旧南部鉄道車両ＤＣ３５１」
ごのへ郷土館に展示

議
員
活
動
報
告

　
新
郷
村
議
会
議
員
は
議
会

閉
会
中
に
議
会
や
各
委
員
会
の

分
野
に
お
い
て
研
修
・
調
査
等

を
し
て
い
ま
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

日
　
時

場
　
所

内
　
容

新郷村議会議員県外行政視察研修
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新
郷
村
議
会
の
定
例
会
は
３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
と
年
４
回
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
月
に
は

予
算
特
別
委
員
会
、
９
月
に
は
決

算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
村
の

財
源
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
さ
れ

ま
す
。

　
令
和
４
年
第
４
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
12
月
５
日
か
ら
12
月
９

日
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
議
会
で
は
議
案
17
件

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
の
中
か
ら
８
日
の

一
般
質
問
、
９
日
の
議
案
審
議
質

疑
の
２
日
間
の
内
容
を
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
12
月
９
日
に
３
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

★
一
般
質
問
と
は

　
議
員
が
村
の
施
策
の
状
況
や
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
、
説
明

を
求
め
た
り
質
問
す
る
こ
と

一
　
永
野
　
範
英
　
議
員

質
問
①
　「
舗
装
個
別
実
施
計
画
」

の
概
要
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
か
ら
村
道
の
補
修
、

改
修
工
事
を
順
次
実
施
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
損
傷
状
況
や
交
通

量
等
を
考
慮
し
た
結
果
に
つ
い
て
の

選
定
場
所
、
順
番
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
計
画
と
な
っ
た
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
村
道
の
損
傷
状
況
は
、
ひ
び
割

れ
や
路
面
の
欠
損
が
見
ら
れ
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
見

ら
れ
る
。
補
修
等
の
優
先
順
位
と

し
て
、
破
損
状
況
が
多
い
国
道
・

県
道
に
接
続
す
る
幹
線
道
路
か
ら

行
う
予
定
で
あ
る
。

　
令
和
５
年
度
以
降
の
計
画
と
し

て
は
、
国
道
４
５
４
号
か
ら
の
長

峯
・
横
沢
線
の
他
、
２
路
線
を
計

画
し
て
い
る
。
国
と
県
の
補
助
事

業
を
利
用
し
、
財
源
を
確
保
し
な

が
ら
整
備
し
て
い
き
た
い
。

質
問
②
　
新
年
度
予
算
編
成
の
時
期

と
な
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
決
算
事

業
及
び
今
年
度
実
施
さ
れ
た
事
業
成

果
等
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
予
算

編
成
の
方
針
、
基
本
的
な
考
え
に
つ

い
て
伺
い
た
い

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
お
い

て
は
、
財
政
力
に
見
合
っ
た
歳
出

規
模
へ
の
転
換
を
図
り
、
時
代
に

即
し
た
真
に
必
要
な
事
務
事
業
を

見
極
め
な
が
ら
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
政
運
営
、
強
固
な
財
政
基

盤
の
確
立
を
目
指
し
、
①「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
段
階
へ
の
移

行
を
見
据
え
た
取
組
」、
②「
ス
ク

ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
徹

底
」、
③「
財
政
調
整
の
た
め
の
基

金
取
崩
し
の
抑
制
」、
④「
投
資
的

経
費
に
充
当
す
る
新
規
村
債
発
行

額
の
抑
制
」、
こ
の
４
つ
を
基
本

方
針
と
し
て
定
め
て
い
る
。

※

『
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド
』と
は
、
老
朽
化
し
て
非
効

率
な
建
物
や
行
政
機
構
を
廃
止
し

て
、
最
新
の
施
設
・
設
備
、
行
政

機
構
に
置
き
換
え
て
、
効
率
化
す

る
こ
と
。

二
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

質
問
①
　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

１
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
現
在

の
登
録
状
況
及
び
同
制
度
の
利
用
希

望
者
の
状
況
、
ま
た
、
同
制
度
を
利

用
し
て
の
移
住
・
定
住
の
実
績
は

２
．
新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況
は

３
．
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

以
外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る

移
住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る

施
策
は
考
え
て
い
る
の
か

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

者
数
は
11
月
30
日
現
在
で
４
名
、

利
用
希
望
者
は
４
名
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
の
移

住
・
定
住
の
実
績
は
、
購
入
が
１

名
、
賃
貸
が
２
名
と
な
っ
て
い

る
。
　

　
新
郷
村
空
家
等
利
活
用
事
業
費

補
助
金
交
付
制
度
の
利
用
状
況

は
、
空
家
購
入
者
へ
の
補
助
が
１

名
で
１
１
０
万
円
、
賃
貸
者
へ
の

家
賃
補
助
が
４
名
で
84
万
円
、
動

産
の
廃
棄
へ
の
補
助
が
１
名
で
９

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
郷
村
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
以

外
の
空
家
等
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
の
促
進
へ
つ
な
が
る
施

策
は
、
ま
ず
は
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
誌
等

を
利
用
し
新
郷
村
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

る
こ
と
や
、
青
森
県
及
び
八
戸
地

域
連
携
中
枢
都
市
圏
主
催
の
首
都

圏
で
の
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

質
問
②
　
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢

化
対
策
に
つ
い
て

１
．
定
住
促
進
住
宅
の
現
状（
入
居

者
の
人
数
及
び
そ
の
年
齢
別
内
訳
）

は２
．
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
対

策
手
段
の
一
翼
を
担
う
定
住
促
進
住

宅
の
今
後
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答
弁
　

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
定
住
促
進
住
宅
、
通
称
東
団
地

の
現
状
は
10
棟
の
う
ち
現
在
８
棟

入
居
し
て
い
る
。
合
計
８
世
帯
37

名
が
入
居
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

子
ど
も
は
高
校
生
３
名
、
中
学
生

４
名
、
小
学
生
９
名
、
年
少
６

名
、
計
23
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
定
住
促
進
住
宅
の
今
後
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
は
空
室
と
な
っ
て
い

る
２
棟
の
入
居
者
募
集
を
図
っ

て
、
全
て
入
居
さ
れ
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
き
た
い
。

三
　
才
神
　
幸
男
　
議
員

質
問
　
旧
西
分
遣
所
庁
舎
は
ま
だ
十

分
に
利
用
で
き
る
と
考
え
る
が
、
現

在
使
用
し
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の

か
、
使
用
し
て
い
な
い
の
な
ら
今
後

利
用
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま

た
、
取
り
壊
し
の
計
画
が
あ
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
現
在
、
防
災
倉
庫
と
し
て
使
用

し
て
お
り
、
消
防
団
の
備
品
関
係

や
防
災
用
備
蓄
品
等
、
防
災
・
防

犯
に
関
す
る
備
品
等
を
置
く
倉
庫

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

庁
舎
の
外
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
モ
ニ

タ
ー
等
も
庁
舎
内
に
置
い
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
も
保
管
庫
と

し
て
利
用
を
続
け
て
い
く
予
定
で

あ
り
、
取
り
壊
す
こ
と
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

再
質
問
　
こ
の
ま
ま
倉
庫
と
し
て
使

用
す
る
の
か
、
村
民
の
災
害
の
意
識

を
高
め
る
た
め
の
訓
練
場
所
と
し
て

使
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
旧
庁
舎
は
倉
庫
と
い
う
考
え
方

し
か
な
い
。
訓
練
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
で
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
12
月
９
日
に
開
催
し
た
議
案
審

議
の
質
疑
の
内
容
で
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

案
に
つ
い
て
】

質
疑
　
滝
沢
　
仁
　
議
員

　
温
泉
事
業
管
理
運
営
費
燃
料
費

５
０
０
万
円
、
光
熱
水
費
３
０
０

万
円
の
内
訳
と
薪
の
使
用
料
を
伺

い
た
い
。

答
弁
　
櫻
䑓
企
画
商
工
観
光
課
長

　
燃
料
費
の
多
く
を
占
め
る
重
油

は
、
昨
年
度
の
使
用
料
に
、
２
割

増
加
と
い
う
の
を
見
込
ん
で
試
算

し
た
と
こ
ろ
５
０
０
万
円
の
増
加

と
な
る
。
薪
の
使
用
料
に
つ
い
て

は
昨
年
度
よ
り
若
干
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
光
熱
水
費
は
主
に
電
気

料
で
あ
り
、
す
で
に
３
割
程
度
上

が
っ
て
い
る
。

再
質
疑
　
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
活
用
し
重
油
の
燃
料
費
を
抑
え

る
、
地
域
に
貢
献
す
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁
　
櫻
井
村
長

　
今
後
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
目
指
し
て
い
き
た

い
。

【
役
場
庁
舎
及
び
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
外
壁
等
改
修
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
】

質
疑
　
稲
葉
　
嘉
浩
　
議
員

　
増
額
さ
れ
る
２
８
１
万
６
千
円
の

工
事
内
容
を
み
る
と
新
た
な
工
事
の

追
加
で
、
今
回
の
改
修
工
事
と
は
別

の
請
負
契
約
が
必
要
と
思
う
が
、
今

回
の
新
た
に
増
え
た
工
事
は
当
初
予

想
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
な
の
か
。

答
弁
　
髙
村
総
務
課
長

　
工
事
を
進
め
て
い
く
段
階
で
分

か
っ
た
こ
と
が
主
で
、
改
修
工
事
の

付
帯
す
る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
12
月
６
日
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
の
細
川
委
員
長
、

永
野
副
委
員
長
、
滝
沢
委
員
、
横

道
委
員
は
、
八
戸
市
住
友
林
業
株

式
会
社
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
調
査
・
視
察
研
修
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
森
林
の
伐
採
後
に
出

る
小
枝
や
木
皮
と
い
っ
た「
林
地

未
利
用
木
材
」を
林
地
か
ら
搬
出

し
、
こ
れ
を
資
源
燃
料
と
し
て
発

電
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
林
地
に
残
っ
て

い
た
未
利
用
木
材
の
活
用
、
そ
れ

に
よ
る
森
林
環
境
の
改
善
、
山
村

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
村
の
木
材
利

用
に
つ
い
て
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　　
令
和
４
年
12
月
22
日
、
総
務
常

任
委
員
会
の
村
岡
委
員
長
、
稲
葉

副
委
員
長
、
才
神
委
員
、
福
山
委

員
は
、
五
戸
町
役
場
と
階
上
町
美

松
菓
子
店
の
調
査
・
視
察
研
修
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
五
戸
町
で
は
今
年
４
月
、
旧
南

部
鉄
道
車
両
と
し
て
唯
一
現
存
す

る
Ｄ
Ｃ
３
５
１
を
京
都
府
か
ら

輸
送
・
設
置
す
る
際
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
。
町
民

や
支
援
者
か
ら
総
額
５
７
５
万
８

千
円
の
支
援
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

事
業
の
資
金
に
充
て
た
そ
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ

い
て
は
様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
今
後
の
検
討
材
料
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

美
松
菓
子
店
で
は
村
の
き
く
ら
げ

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を
製
造
・
販

売
し
て
お
り
、
村
の
特
産
品
の
活

用
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
て
き

ま
し
た
。

※

『
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
』

と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
人
や
法
人
に
対
し
、
不
特
定

多
数
の
人
が
購
入
・
寄
付
と
い
う

形
で
資
金
を
供
与
す
る
仕
組
み
の

こ
と
。

　
令
和
４
年
10
月
18
日
、
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
美
郷
館
に
お
い

て
、
郡
内
の
議
員
を
対
象
と
し
た

三
戸
郡
議
会
議
員
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
講
師
に
新
郷
村
教
育
振
興
協
議

会
長
の
福
山
廣
氏
を
招
き
、「
人

生
侮
り
が
た
し
」と
題
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
ら
の
人
生

を
様
々
な
形
で
表
現
さ
れ
、
講
演

の
途
中
で
は
村
の
方
言
に
つ
い
て

解
説
す
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
性
も
取

り
入
れ
な
が
ら
お
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
後
の
議
員
活
動
の
参

考
と
な
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
10
月
26
日
〜
29
日

①
広
島
県
坂
町

②
島
根
県
飯
南
町

①
広
島
県
坂
町

　
空
き
家
対
策
・
子
育
て
支
援
に

よ
る
移
住
定
住
促
進

②
島
根
県
飯
南
町

　
農
林
業
定
住
研
修
制
度
や
お
試

し
暮
ら
し
住
宅
制
度
等
を
活
用
し

た
移
住
促
進

　
広
島
県
坂
町
は
空
き
家
バ
ン
ク

を
積
極
的
に
活
用
し
た
取
組
を
し

て
い
ま
し
た
。
空
家
物
件
を
Ｈ
Ｐ

で
事
細
か
く
説
明
し
て
情
報
が
豊

富
で
あ
り
、
ま
た
Ｖ
Ｒ
で
の
内
覧

が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
お
り
、

現
地
に
行
か
な
く
て
も
家
の
外
観

や
部
屋
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
整

備
し
て
い
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
を
利
用
し
て
い
る
方
も
含
め
、

坂
町
に
実
際
に
住
ん
で
い
る
方
の

様
子
も
掲
載
し
て
お
り
、
暮
ら
し

の
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
い
こ
と
が

特
徴
で
し
た
。

　
島
根
県
飯
南
町
は
子
育
て
世
帯

が
住
み
た
い
田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
２
年
連
続
全
国
１
位（
人
口

１
万
人
未
満
対
象
）と
な
っ
た
町

で
、
結
婚
祝
金
や
子
育
て
世
帯
へ

の
日
用
品
支
給
等
の
子
育
て
支
援

や
、
家
賃
月
４
万
円
の
町
営
セ
ミ

オ
ー
ダ
ー
住
宅
や
新
築
・
増
改
築

の
支
援
、
空
家
の
片
付
け
費
用
の

助
成
な
ど
住
宅
支
援
が
充
実
。

更
に
農
業
希
望
者
の
た
め
の
お
試

し
暮
ら
し
住
宅
や
農
業
体
験
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
な
ど
、

農
業
と
移
住
が
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
主
に
移
住
・
定
住
に
関

す
る
視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

他
町
村
の
取
組
や
事
業
を
研
修
す

る
こ
と
で
新
し
い
発
見
や
様
々
な

考
え
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
の
研
修
内
容
を
ふ
ま

え
、
新
郷
村
が
明
る
く
住
み
や
す

い
村
に
な
る
よ
う
、
今
後
の
議
会

活
動
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

再
質
疑
　
今
後
も
更
に
工
事
内
容

の
追
加
に
よ
る
改
修
工
事
請
負
代

金
の
変
更
・
追
加
の
変
更
契
約
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
工
事
の
追
加

に
よ
る
工
期
の
延
長
も
あ
り
得
る

の
か
。

答
弁
　
髙
村
総
務
課
長

　
今
後
の
変
更
契
約
は
な
い
。

工
期
は
３
月
24
日
を
予
定
し
て
い

る
。

　
令
和
４
年
10
月
19
日
、
１
日
間

の
会
期
で
第
４
回
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
２
件
、

「
み
ず
ば
し
ょ
う
号
購
入
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」、「
令
和
４

年
度
新
郷
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）案
に
つ
い
て
」が
審
議

さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

①『
新
郷
村
長
・
村
議
会
議
員
選

挙
で
の
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
』

が
１
件
あ
り
、
総
務
常
任
委
員
会

で
審
査
の
結
果
、
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
第
４
回
議
会
臨
時
会

三
戸
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

陳
　
　
　
　
情

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

総
務
常
任
委
員
会
　

所
管
事
務
事
業
調
査
報
告

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
こ
と
で
令
和
３
年
か
ら

の『
会
議
録
』を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
今
号
の
内
容
に
つ
い

て
は
３
ヶ
月
後
に
掲
載
い
た

し
ま
す
。

　
次
回
の
議
会
だ
よ
り
の
掲
載

は
令
和
５
年
４
月
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

「旧南部鉄道車両ＤＣ３５１」
ごのへ郷土館に展示

議
員
活
動
報
告

　
新
郷
村
議
会
議
員
は
議
会

閉
会
中
に
議
会
や
各
委
員
会
の

分
野
に
お
い
て
研
修
・
調
査
等

を
し
て
い
ま
す
。

編
　
集
　
委
　
員

委
員
長
　
滝
沢
　
　
仁

副
委
員
長
　
才
神
　
幸
男

委
　
　
員
　
永
野
　
範
英

委
　
　
員
　
稲
葉
　
嘉
浩

日
　
時

場
　
所

内
　
容

新郷村議会議員県外行政視察研修
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　11月13日、「第21回ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞」の審査発表会が、青森県立保健大学講堂で開催されました。
　「ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞」は地域活力の向上、醸成につながるよう、人、風景、名産、自然など、県内
各市町村の魅力、特色を30秒のＣＭを活用し、県民に広く伝えることで、青森県の活性化を図ることを目的に毎年
行われているもので、21回目を迎える今回は県内40市町村中、37市町村が参加しました。
　新郷村からは、新郷村埋蔵金伝説☆発掘探検隊の皆さんにより制作された「いいんでねぇが！新郷 MISSION：Ⅻ
～LALALA新郷村篇～」がエントリーされ、王林さんをはじめとした
審査員による厳正なる審査の結果、新郷村は見事準大賞を受賞しま
した。（審査結果は以下のとおりです。）
　また、新郷村の作品を手がけた新郷村埋蔵金伝説☆発掘探検隊を
代表して平葭健悦さんは、12月23日、役場村長室にて受賞報告を
行い、受賞の喜びや、作品制作の上での苦労などを語りました。
受賞報告を受け、櫻井村長は「今回の作品が新郷村に興味を持つきっ
かけとなり、村の更なる知名度向上につながってほしい」と述べ、
新郷村の魅力が村内外へより一層伝わることに期待しました。

　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振
替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税種別割、
個人事業税、法人県民税・法人事業税・地方法人
特別税（特別法人事業税）、軽油取引税です。最寄り
の取扱金融機関又は県税部において、通帳と預貯
金の届出印をお持ちいただければ、簡単に手続き
できます。
　自動車税種別割の口座振替申し込み期限は、毎年
４月30日ですので、お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、
信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協、ゆう
ちょ銀行です。（県外本店の金融機関は県内支店に
限られます。）
　なお、口座振替済通知書及び自動車税種別割納税
証明書の送付は行いません。口座振替による納付の
確認については、預貯金通帳への記帳でご確認くだ
さい。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内 211・327・357）
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　自治体と連携して生活再建相談事業を行っている
消費者信用生活協同組合による無料相談会です。
専門スタッフや弁護士がお金や暮らしに関する悩み
などについて、丁寧に聴き取りし、一緒に解決の
糸口を見つけます。

実 施 日 時　2023年３月４日（土）　午前10時～午後４時

場　　　所　信用生協　八戸事務所
（八戸市一番町１－２－14　ＮＩビル３階）

対象の相談　①お金の問題（多重債務問題など）、
②遺産相続、③不動産売買、④税金等
公共料金の滞納、⑤ＤＶ・離婚問題、
⑥その他くらしに関する悩み事

相　談　料　無料。ただし事前の予約が必要です。

予　約　先　信用生協　八戸事務所
　　　　　　℡ 0120－102－084

「解決の糸口を見つけに行こう！」相談会

市町村名 作　　品　　名

祝第21回ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞 「準大賞」
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　11月13日、「第21回ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞」の審査発表会が、青森県立保健大学講堂で開催されました。
　「ふるさと自慢わがまちＣＭ大賞」は地域活力の向上、醸成につながるよう、人、風景、名産、自然など、県内
各市町村の魅力、特色を30秒のＣＭを活用し、県民に広く伝えることで、青森県の活性化を図ることを目的に毎年
行われているもので、21回目を迎える今回は県内40市町村中、37市町村が参加しました。
　新郷村からは、新郷村埋蔵金伝説☆発掘探検隊の皆さんにより制作された「いいんでねぇが！新郷 MISSION：Ⅻ
～LALALA新郷村篇～」がエントリーされ、王林さんをはじめとした
審査員による厳正なる審査の結果、新郷村は見事準大賞を受賞しま
した。（審査結果は以下のとおりです。）
　また、新郷村の作品を手がけた新郷村埋蔵金伝説☆発掘探検隊を
代表して平葭健悦さんは、12月23日、役場村長室にて受賞報告を
行い、受賞の喜びや、作品制作の上での苦労などを語りました。
受賞報告を受け、櫻井村長は「今回の作品が新郷村に興味を持つきっ
かけとなり、村の更なる知名度向上につながってほしい」と述べ、
新郷村の魅力が村内外へより一層伝わることに期待しました。

　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振
替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税種別割、
個人事業税、法人県民税・法人事業税・地方法人
特別税（特別法人事業税）、軽油取引税です。最寄り
の取扱金融機関又は県税部において、通帳と預貯
金の届出印をお持ちいただければ、簡単に手続き
できます。
　自動車税種別割の口座振替申し込み期限は、毎年
４月30日ですので、お早めにお申し込みください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、
信用金庫、信用組合、労働金庫、農協、漁協、ゆう
ちょ銀行です。（県外本店の金融機関は県内支店に
限られます。）
　なお、口座振替済通知書及び自動車税種別割納税
証明書の送付は行いません。口座振替による納付の
確認については、預貯金通帳への記帳でご確認くだ
さい。
問い合わせ　三八地域県民局県税部　納税管理課
　　　　　　℡ 0178－27－5111（内 211・327・357）
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消費者信用生活協同組合による無料相談会です。
専門スタッフや弁護士がお金や暮らしに関する悩み
などについて、丁寧に聴き取りし、一緒に解決の
糸口を見つけます。

実 施 日 時　2023年３月４日（土）　午前10時～午後４時

場　　　所　信用生協　八戸事務所
（八戸市一番町１－２－14　ＮＩビル３階）

対象の相談　①お金の問題（多重債務問題など）、
②遺産相続、③不動産売買、④税金等
公共料金の滞納、⑤ＤＶ・離婚問題、
⑥その他くらしに関する悩み事

相　談　料　無料。ただし事前の予約が必要です。

予　約　先　信用生協　八戸事務所
　　　　　　℡ 0120－102－084

「解決の糸口を見つけに行こう！」相談会
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スマートフォンで確定申告
　国税庁ホームページの『確定申告書等作成コー
ナー』を利用すれば、スマホとマイナンバーカード
を使用することで、ご自宅からお手持ちのスマホで
所得税の確定申告書が作成できます。
　マイナンバーカードを読み取る際、マイナポータル
アプリを使用しますので、あらかじめアプリのイン
ストールが必要です。また、送信の際にマイナンバー
カードの２種類のパスワード（①署名用②利用者証明
用）を入力しますので、事前に確認しておく必要が
あります。
　スマホ申告は、税務署で取得したＩＤ・パスワー
ドによる申告も可能です。ただし、これは暫定的な
措置となります。
　詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

問い合わせ 八戸税務署　℡ 43－0141

　制度の概要や留意点について、次の日程により
説明会を開催します。
開催日時　２月22日（水）午後２時～午後３時
開催場所　江陽公民館２階ホール
定　　員　40名
参加方法　２月15日（水）までに電話予約
問い合わせ 八戸税務署　法人課税第一部門
　　　　　 ℡ 43－0145

申告はお早めに
▽申告期限

◇所得税及び復興特別所得税、贈与税、村民税・県民税
　３月15日（水）
◇消費税及び地方消費税
　３月31日（金）

▽申告会場
◇所得税等の確定申告
　【八戸ショッピングセンターラピア２階ラピアホール】

※申告書作成会場では、ご自宅からと同様に原則
ご自身のスマートフォンにより、ご自身で申告書
などを作成していただきます。

　　スマホとマイナンバーカードを使用した申告を
推奨していますので、マイナンバーカードの持参
と２種類のパスワード（①署名用②利用者証明用）
の事前確認をお願いします。なお、スマホ申告は、
税務署で取得したＩＤ・パスワードによる申告も
可能です。

　　申告会場の混雑緩和のため、「入場整理券」が
必要です（ＬＩＮＥによる事前発行も可能となっ
ております）。なお、入場整理券の配付状況に応じ
て、後日の来場をお願いすることもあります。

問い合わせ 八戸税務署　℡ 43－0141

「村営無料バスみずばしょう号」更新
　12月６日、村営無料バス「みずばしょう号」２号車を更新いたしました。
　新しい車両は、令和４年度原子力施設立地振興対策事業助成事業を活用
し購入しました。
　地域の足として村内を毎日運行しています。是非ご利用ください。

青森県廃棄物不法投棄監視員（新郷村地域）
募集のお知らせ

消費税のインボイス制度説明会開催のお知らせ

　廃棄物の不法投棄の未然防止、早期発見のための
監視活動を行う青森県廃棄物不法投棄監視員を募集
します。
募 集 期 間　令和５年１月24日（火）～令和５年２月14日（火）
職務内容等　○村内全域の廃棄物不法投棄監視活動

○４月から11月までの間に１月に２回
までの監視活動を実施

○平日の午前８時30分～午後５時まで
の間で１回につき、４時間以上７時間
以内で監視活動を実施

○タブレット端末を利用しての監視活動
予定、監視活動の報告

募 集 資 格（以下の全てを満たす方）
○おおむね80歳未満の健康な方
○新郷村に住所を有する方
○タブレット端末が操作できる方

募 集 人 員　１名
委 嘱 期 間　令和５年４月１日～令和６年３月31日

（職務の実施状況により、期間を過ぎ
ての継続も可能。）

報　　　酬　１日当たり6,950円（交通費含む。）
※報酬から所得税相当分を差し引きます。

２ヶ月分をまとめて偶数月の21日ころ
に振込となります。
青森県の示した条件により、変更する
ことがあります。

応募手続き　厚生課にある経歴書を記載のうえ提出
してください。

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

あおもり若者定着奨学金
返還支援制度のお知らせ

　若者（35歳未満）が、青森県内に住み登録企業で
６年間働き続けたとき、県と企業とで奨学金返還を
支援する制度です。若者・企業とも事前登録が必要
です。（登録無料）
〇対　象　者
・大学・短大等の卒業者で、採用時に35歳未満の方
・青森県内で正規雇用されていない方
・「日本学生支援機構」、「青森県育英奨学会」の奨学金利用者
※県外にお住まいの方が、年度中途に就職する場合
も対象となります。

〇支　援　額（企業・県が１／２ずつ負担）

　※返還総額・残額の１／２が上限
〇対象企業等
・県内企業または勤務地を県内に限定した採用を
行う県外企業（法人、団体、個人事業主）

詳しくは公式サイトで
　「あおもり奨学金サポートサイト」
　ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ａｏｍｏｒｉ-ｌｉｆｅ．ｊｐ/ｓｙｏｇａｋｕｋｉｎ

問い合わせ 県地域活力振興課　℡ 017－734－9174

第５回 ～みんなで知ろう！わたしたちの国保～
　　　　　　　　痛風になりやすい人ってどんな人？

　現在、痛風患者は全国で60万～70万人と言われ、予備軍だけでも約600万～650万人
と推測されています。その原因として、一般的に暴飲暴食や運動不足の人がなりや
すいことは知られていますが、それ以外にも原因があることをご存じでしょうか？
　例えば、先ほどの患者・予備軍を合わせた人数の約98％が「男性」であると言われ
ています。これは、女性ホルモンには痛風の原因である尿酸の排泄を促す働きがあ
るため、男性に比べ女性は痛風になりにくいためです。また、過度のストレスによる
緊張状態が続くと、体内で尿酸が過剰に作り出されたり、ホルモンの分泌が悪化し
て、尿酸を排泄しにくくなるため、働き盛りの男性が発症しやすいことも挙げられ
ます。
　他には、痛風患者を対象とした調査によると、お酒に強い遺伝子を持つ人は、
弱い遺伝子を持つ人の2.27倍痛風になりやすいという研究結果もあります。これ
は、普段の飲酒が月に一回未満の場合でもお酒に弱い人と比べ1.93倍と高く、飲む
量に関わらずお酒に強い人は発症リスクが高い結果となっています。
　痛風を発症する前に、趣味や十分な睡眠によるストレス緩和、適度な運動による
肥満の改善で、これからも健康に過ごしていきましょう！

役場住民課　TEL 78－2111

学校区分

短 大 等

１人当たり支援額（企業が設定）
150万円、100万円、60万円のいずれか
75万円、50万円、30万円のいずれか

大 学 等

2023 年度、2024年度
就職予定者の登録募集中

スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！
スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！

しょうぼう情報
◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　各家庭においては、多くのスプレー缶が身近に
置いてあると思います。
　スプレー缶には、可燃性ガスが含まれており、使用
方法や保管方法、捨て方によっては大変危険です。
実際に中毒、火災、爆発や死亡事故が発生しています！
〇安全な使い方
１　使用するときは、風通しの良い場所、もしくは

必ず換気をする。
２　長時間の使用を避ける。
３　静電気の発生する場所や火のそばでの使用を避ける。
４　噴射物のガス、液化ガスを火気に近づけると

引火の恐れがあります。
５　使用方法、注意事項をよく確認する。
〇保管方法
１　容器は、立てて保管する。
２　子供の手が届かない場所に保管する。
３　温度差が激しい場所、直射日光が当たる場所、

高温、多湿の場所を避ける。
４　電化製品のような温度が上がりやすい場所も避ける。
５　ストーブ、ガスコンロ等、火気には絶対近づけない。
〇捨 て 方

　使い終わったスプレー缶は、必ず火気のない
屋外、風通しの良い場所で「シュー」という噴射音
が完全に消えるまでボタンを押し、残った中味や
ガスを抜き、決められた方法で廃棄しましょう。

※ガス抜きは、スプレー缶によって異なります。
缶に表示されている「ガス抜きの注意事項と方法」
をよく確認してください。また、缶に穴をあける
と残ったガスが噴射する可能性がありますので、
顔を近づけないようにしてください。

消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９
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スマートフォンで確定申告
　国税庁ホームページの『確定申告書等作成コー
ナー』を利用すれば、スマホとマイナンバーカード
を使用することで、ご自宅からお手持ちのスマホで
所得税の確定申告書が作成できます。
　マイナンバーカードを読み取る際、マイナポータル
アプリを使用しますので、あらかじめアプリのイン
ストールが必要です。また、送信の際にマイナンバー
カードの２種類のパスワード（①署名用②利用者証明
用）を入力しますので、事前に確認しておく必要が
あります。
　スマホ申告は、税務署で取得したＩＤ・パスワー
ドによる申告も可能です。ただし、これは暫定的な
措置となります。
　詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

問い合わせ 八戸税務署　℡ 43－0141

　制度の概要や留意点について、次の日程により
説明会を開催します。
開催日時　２月22日（水）午後２時～午後３時
開催場所　江陽公民館２階ホール
定　　員　40名
参加方法　２月15日（水）までに電話予約
問い合わせ 八戸税務署　法人課税第一部門
　　　　　 ℡ 43－0145

申告はお早めに
▽申告期限

◇所得税及び復興特別所得税、贈与税、村民税・県民税
　３月15日（水）
◇消費税及び地方消費税
　３月31日（金）

▽申告会場
◇所得税等の確定申告
　【八戸ショッピングセンターラピア２階ラピアホール】

※申告書作成会場では、ご自宅からと同様に原則
ご自身のスマートフォンにより、ご自身で申告書
などを作成していただきます。

　　スマホとマイナンバーカードを使用した申告を
推奨していますので、マイナンバーカードの持参
と２種類のパスワード（①署名用②利用者証明用）
の事前確認をお願いします。なお、スマホ申告は、
税務署で取得したＩＤ・パスワードによる申告も
可能です。

　　申告会場の混雑緩和のため、「入場整理券」が
必要です（ＬＩＮＥによる事前発行も可能となっ
ております）。なお、入場整理券の配付状況に応じ
て、後日の来場をお願いすることもあります。

問い合わせ 八戸税務署　℡ 43－0141

「村営無料バスみずばしょう号」更新
　12月６日、村営無料バス「みずばしょう号」２号車を更新いたしました。
　新しい車両は、令和４年度原子力施設立地振興対策事業助成事業を活用
し購入しました。
　地域の足として村内を毎日運行しています。是非ご利用ください。

青森県廃棄物不法投棄監視員（新郷村地域）
募集のお知らせ

消費税のインボイス制度説明会開催のお知らせ

　廃棄物の不法投棄の未然防止、早期発見のための
監視活動を行う青森県廃棄物不法投棄監視員を募集
します。
募 集 期 間　令和５年１月24日（火）～令和５年２月14日（火）
職務内容等　○村内全域の廃棄物不法投棄監視活動

○４月から11月までの間に１月に２回
までの監視活動を実施

○平日の午前８時30分～午後５時まで
の間で１回につき、４時間以上７時間
以内で監視活動を実施

○タブレット端末を利用しての監視活動
予定、監視活動の報告

募 集 資 格（以下の全てを満たす方）
○おおむね80歳未満の健康な方
○新郷村に住所を有する方
○タブレット端末が操作できる方

募 集 人 員　１名
委 嘱 期 間　令和５年４月１日～令和６年３月31日

（職務の実施状況により、期間を過ぎ
ての継続も可能。）

報　　　酬　１日当たり6,950円（交通費含む。）
※報酬から所得税相当分を差し引きます。

２ヶ月分をまとめて偶数月の21日ころ
に振込となります。
青森県の示した条件により、変更する
ことがあります。

応募手続き　厚生課にある経歴書を記載のうえ提出
してください。

問い合わせ　役場厚生課　℡ 61－7555

あおもり若者定着奨学金
返還支援制度のお知らせ

　若者（35歳未満）が、青森県内に住み登録企業で
６年間働き続けたとき、県と企業とで奨学金返還を
支援する制度です。若者・企業とも事前登録が必要
です。（登録無料）
〇対　象　者
・大学・短大等の卒業者で、採用時に35歳未満の方
・青森県内で正規雇用されていない方
・「日本学生支援機構」、「青森県育英奨学会」の奨学金利用者
※県外にお住まいの方が、年度中途に就職する場合
も対象となります。

〇支　援　額（企業・県が１／２ずつ負担）

　※返還総額・残額の１／２が上限
〇対象企業等
・県内企業または勤務地を県内に限定した採用を
行う県外企業（法人、団体、個人事業主）

詳しくは公式サイトで
　「あおもり奨学金サポートサイト」
　ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ａｏｍｏｒｉ-ｌｉｆｅ．ｊｐ/ｓｙｏｇａｋｕｋｉｎ

問い合わせ 県地域活力振興課　℡ 017－734－9174

第５回 ～みんなで知ろう！わたしたちの国保～
　　　　　　　　痛風になりやすい人ってどんな人？

　現在、痛風患者は全国で60万～70万人と言われ、予備軍だけでも約600万～650万人
と推測されています。その原因として、一般的に暴飲暴食や運動不足の人がなりや
すいことは知られていますが、それ以外にも原因があることをご存じでしょうか？
　例えば、先ほどの患者・予備軍を合わせた人数の約98％が「男性」であると言われ
ています。これは、女性ホルモンには痛風の原因である尿酸の排泄を促す働きがあ
るため、男性に比べ女性は痛風になりにくいためです。また、過度のストレスによる
緊張状態が続くと、体内で尿酸が過剰に作り出されたり、ホルモンの分泌が悪化し
て、尿酸を排泄しにくくなるため、働き盛りの男性が発症しやすいことも挙げられ
ます。
　他には、痛風患者を対象とした調査によると、お酒に強い遺伝子を持つ人は、
弱い遺伝子を持つ人の2.27倍痛風になりやすいという研究結果もあります。これ
は、普段の飲酒が月に一回未満の場合でもお酒に弱い人と比べ1.93倍と高く、飲む
量に関わらずお酒に強い人は発症リスクが高い結果となっています。
　痛風を発症する前に、趣味や十分な睡眠によるストレス緩和、適度な運動による
肥満の改善で、これからも健康に過ごしていきましょう！

役場住民課　TEL 78－2111

学校区分

短 大 等

１人当たり支援額（企業が設定）
150万円、100万円、60万円のいずれか
75万円、50万円、30万円のいずれか

大 学 等

2023 年度、2024年度
就職予定者の登録募集中

スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！
スプレー缶やカセットボンベの
取扱いに注意しましょう！！

しょうぼう情報
◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

　各家庭においては、多くのスプレー缶が身近に
置いてあると思います。
　スプレー缶には、可燃性ガスが含まれており、使用
方法や保管方法、捨て方によっては大変危険です。
実際に中毒、火災、爆発や死亡事故が発生しています！
〇安全な使い方
１　使用するときは、風通しの良い場所、もしくは

必ず換気をする。
２　長時間の使用を避ける。
３　静電気の発生する場所や火のそばでの使用を避ける。
４　噴射物のガス、液化ガスを火気に近づけると

引火の恐れがあります。
５　使用方法、注意事項をよく確認する。
〇保管方法
１　容器は、立てて保管する。
２　子供の手が届かない場所に保管する。
３　温度差が激しい場所、直射日光が当たる場所、

高温、多湿の場所を避ける。
４　電化製品のような温度が上がりやすい場所も避ける。
５　ストーブ、ガスコンロ等、火気には絶対近づけない。
〇捨 て 方

　使い終わったスプレー缶は、必ず火気のない
屋外、風通しの良い場所で「シュー」という噴射音
が完全に消えるまでボタンを押し、残った中味や
ガスを抜き、決められた方法で廃棄しましょう。

※ガス抜きは、スプレー缶によって異なります。
缶に表示されている「ガス抜きの注意事項と方法」
をよく確認してください。また、缶に穴をあける
と残ったガスが噴射する可能性がありますので、
顔を近づけないようにしてください。

消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで　℡ ７８－２１１９
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　裁判所の情報公開とは、裁判所の保有する司法
行政文書を開示する手続です。裁判所は情報公開法
の対象外ですが、国民に対する説明責任の観点か
ら、要綱等を定めて手続を行っています。開示の
申出は、目的を問わず誰でもできますので、詳しく
は裁判所ウェブサイト（情報公開・個人情報保護）を
ぜひご覧ください。

裁判所の情報公開手続

　家畜を飼っているすべての方は、家畜の伝染性疾
病の発生予防やまん延を防止することを目的とした

「家畜伝染病予防法」により、年一回、その飼育状況
を報告することが法律で義務付けられています。
　令和５年２月１日現在の状況について、報告書を
作成し提出してください。
○対象家畜…牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いの

しし、鶏（シャモ、チャボ、ウコッケイ等を
含む）、あひる、うずら、きじ、だちょう、
ほろほろ鳥及び七面鳥
なお、愛玩用（ペット）として少数を飼育
する場合であっても報告が必要です。

○報告様式…八戸家畜保健衛生所または【市町村畜産
担当課窓口】で配布（八戸家畜保健衛生
所ウェブサイトからダウンロード可）

○提出期日…令和５年２月28日（火）まで
○提出方法…郵送、ファクシミリまたは持参
○提 出 先…【市町村畜産担当課窓口】
問い合わせ　八戸家畜保健衛生所
　　　　　　℡ 0178－27－7415　℻ 0178－27－7418
　　　　　　役場農林課
　　　　　　℡ 78－2111（内304）　℻ 78－2118

家畜（牛・馬・めん羊・山羊・豚・鶏等）を
飼育している皆さまへ

　日本産婦人科学会と日本産婦人科医学会は、女性の健康を生涯にわたり総合的に支援することを目指して、３月３日
の「ひな祭り」、３月８日の「国際女性の日」を含む８日間を「女性の健康週間」と定めています。女性のからだは、「女性
ホルモン」の作用により、年齢とともに大きく変化していきます。その時期の体に合わせたライフスタイルをつくりま
しょう。また、健康週間に合わせて「女性のための健康講座」を開催します。講座の後、希望する方に助産師・保健師
による健康相談も実施しますので、是非ご参加ください。

 女性のための健康講座　※新型コロナウイルス感染状況によって内容の変更・中止となる場合があります。
日　　　時　３月５日（日）　午後１時30分～午後３時30分　
場　　　所　八戸市総合保健センター  大ホール　住所：八戸市田向三丁目６番１号
演　　　題　「生涯にわたる女性の健康づくり」
講　　　師　坂野　利智子　先生（母子ケアハウス　さくら助産院　助産師）
定　　　員　会場参加　50人（申込必要、先着順）
参　加　費　無料
対　　　象　八戸市及び八戸圏域にお住いの方（三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村、おいらせ町）
問い合わせ　八戸市女性健康支援センター（八戸市保健所　すくすく親子健康課内）
　　　　　　ＴＥＬ 0178－38－0714
申 込 方 法　電話にてお申し込みください。八戸市女性健康支援センター（八戸市保健所　すくすく親子健康課）
　　　　　　申込期間　２月１日（水）～２月17日（金）［月～金／午前９時～午後４時（土日祝休み）］
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ 0178－38－0714

 オンデマンド配信をご希望の方
後日、収録した映像（講座のみ）をオンデマンド配信にてご覧いただけます。
　オンデマンド配信期間　３月10日（金）～３月17日（金）予定
ご希望の方は、下記の申込フォームから申込みをお願いします。
　申 込 期 間　２月１日（水）～２月24日（金）
　申込フォーム　ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｎｏｈｅ．ａｏｍｏｒｉ．ｊｐ/ｃｇｉ‐ｂｉｎ/ｉｎｑｕｉｒｙ．ｐｈｐ/１８９
　　　　　　　　※「八戸市女性のための健康講座」で検索。

３月１日～３月８日は「女性の健康週間」です
　３年に１度の民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、新たな委員11名が決まりました。
　民生委員・児童委員は、あなたの心配ごとを解決するお手伝いをします。また、高齢者の見守りや子育て
家庭への支援や相談活動を行います。お気軽にご相談ください。

あなたの地域の民生委員・児童委員は私です

さか の り ち こ

熊　谷　誠　悦

長　峯　典　子

根　坂　文　江

荻　沢　範　雄

山　岸　義　一

佐　藤　直　子

柿　本　孝　徳

田　中　しづゑ

岡　田　りむゑ

佐　藤　久美子

佐　藤　　　恵

７８－２８１３

７８－３２３２

７８－３３３７

７８－２７３３

７８－２６９０

７８－２４８８

７８－２０５６

７８－２３４１

７８－２１６５

７８－２２８５

７８－２４４９

丹 内 沢

松 木 田 中 野 平 新 　 町 金ケ沢東

中 里 田 中 下 栃 棚 長 峰

滝 沢 荒 巻 長 崎 樺 ノ 木

浮 口 大 谷 地 横 沢 崩

釜 坂 間 明 田 平 西越田中

郡 司 中 崎 堂 ケ 前 西 越

下 通 り 館 神 中 通 り 大 久 保

大 畑

南 町

戸来地区主任児童委員

西越地区主任児童委員

一 ノ 沢

女 ケ 崎 川 代 田 茂 代 水 沢

鹿 田 扇 ノ 沢 大 欠 平

小 坂 上 栃 棚
（上）

上 栃 棚
（下） 羽 井 内

担　当　地　域電話番号氏　名

　相談員が借金の状況等をお伺いし、必要に
応じて、弁護士等に引継ぎを行います。一人で
悩まず、ご相談ください。秘密厳守・無料です。
◆受付時間
　月～金（祝日・年末年始除く）
　午前８時30分～12時、午後１時～４時30分
◆相談専用電話
　℡ 017－774－6488
◆問い合わせ
　東北財務局青森財務事務所  理財課

借金に関する相談窓口
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　民生委員・児童委員は、あなたの心配ごとを解決するお手伝いをします。また、高齢者の見守りや子育て
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担　当　地　域電話番号氏　名



各種相談

バーデハウスのプールで、
みんなとスイミングしている
ところを描きました。水に潜る
の楽しいよ♪

大　橋　　　叶さん（さくら組）
おお はし かの

かのちゃんと一緒に外に出て、
ブランコとすべり台で遊んだ
のが、とても楽しかったで～す♪

横田　流俠愛さん（さくら組）
よこた る き あ

ぼくとわたしの絵 ○しんごう保育園345

２月
男　1,092人（±０人）
女　1,117人（－６人）
計　2,209人（－６人）
世帯数900世帯（－１世帯）
（令和４年12月末現在）

人の動き

む ら の ガイド

みんなで支える国民年金

日本年金機構

16

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日
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鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村

新郷小学校うさぎ年　新年の抱負　Ｐ２－３

・新郷村議会だより ………………………………… Ｐ６－９
・第21回ふるさと自慢わがまちCM大賞「準大賞」 … Ｐ11
・消費税インボイス制度説明会開催のお知らせ … Ｐ13
・あなたの地域の民生委員・児童委員は私です … Ｐ15

今月の話題

新郷村消防団出初式
撮影場所：役場前

１ 　防災無線で流れた放送の内容を、自動電話応答サービスで
聞き直すことができます。

　操作ガイダンスの途中でも操作することができます。ただし、
緊急放送（火災等）は聞くことができませんのでご了承ください。
また、放送から24時間経過した放送は確認できません。

役場総務課　

１．電話をかけると『再生する放送の種別を選んで
ください。』と操作ガイダンスが流れます。

２．①①＃（全ての放送を再生する）を入力

防災無線電話応答サービスをご利用ください
TEL 0178－78－2506

聞き逃したと思ったら…

≪操作手順≫

村民相談
毎週月曜・木曜　午前９時～午後４時
（山村開発センター）
行政相談
毎月第３火曜日　午前９時～11時まで
（山村開発センター）
障がい者出張相談
１月８日　※予約制　TEL 61－7555
（総合福祉センター）
「くらし」と「しごと」無料相談会
１月28日　午後１時～４時
（総合福祉センター）

広報 ■発行／新郷村　■編集／総務課　■新郷村ホームページ　http://www.vill.shingo.aomori.jp
〒039ー1801  青森県三戸郡新郷村大字戸来字風呂前10　ＴＥＬ  0178 ー 78 ー 2111（代表）

2023年
きさらぎ
February

ごみは収集日の朝8時までに出してください。生ごみの水切りにご協力を。ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう。
温泉営業日：新郷温泉館…月・火・木・金・土・日　野沢温泉…水・土・日　営業時間：午前９時～午後９時（通年）

月 火 水 木 金 土日

如月

765

421 3

98 1110

12 13 14 1615 17 18

19 20 21 24 2522 23

2826 27 21 3 4

資源ごみ収集日（缶）

資源ごみ収集日
（新聞紙等５品目）

資源ごみ収集日
（ペットボトル等２品目）

3歳児・4歳児健診

燃えるごみ収集日燃えるごみ収集日

特定健診（～１０日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～３日）

燃えるごみ収集日

特定健診（～１７日）

特定健診

燃えないごみ収集日
特定健診
「くらし」と「しごと」無料相談会

特定健診 障がい者出張相談
（要予約）

児童手当支払日

燃えるごみ収集日

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

所得税・住民税申告相談

燃えるごみ収集日

特定健診（～２４日）

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

燃えるごみ収集日

特定健診

行政相談

資源ごみ収集日
（ビン・ペットボトル等２品目）

鷲の湯とキリスト伝説の里、青森県新郷村
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天皇誕生日

建国記念の日

月号
2023年
令和５年

No.322


